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Z307a EHT による Sgr A*の観測成果 V：銀河中心ブラックホールの降着流モデル
の検証
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Event Horizon Telescopeにより Sgr A*のブラックホールシャドウとそれを縁取る明るいリング画像が遂に観
測された。われわれはこのリング画像に対して最初の理論解釈を与えるために、様々な理論モデルに基づく一般相
対論的磁気流体シミュレーションおよび一般相対論的輻射輸送計算を実施した。一般相対論的磁気流体モデルは、
主に初期トーラスの回転軸とブラックホールのスピン軸が揃った場合の弱磁場降着流モデルと強磁場降着流モデ
ルを用いた。電子は主に熱的分布を仮定した。理論モデルとの比較には、230GHzのEHTデータに加え、86GHz
の電波、2.2µmの近赤外、X線データを用いて合計 11の観測制限を与えた。
理論モデルと EHTおよび EHT以外の観測データを比較した結果、全ての理論モデルは最低 1つの観測制限を

パスしなかった。特に EHTの 230GHzの時間変動が最も厳しい制限となり、次に 86GHzのイメージサイズが強
い制限となった。今回実施された計算の中で最も観測データと整合的なモデルは強磁場降着流モデルであった。
ブラックホールのスピンが降着流に対して順回転であり最大スピンの 50%あるいは 94%で、かつ観測者の視線角
度が 30度の強磁場降着流モデルが、時間変動以外の全ての制限をパスした。このモデルはジェットを噴出しやす
いモデルであり、Sgr A*では本当にジェットが存在しないのか、あるいは見つかっていないだけなのか、今後の
課題である。なお、この視線角度は gravityに代表される過去の観測研究と無矛盾である。本発表では、理論シ
ミュレーションの今後の展望についても述べる。


